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＜あらまし＞ 教員にとって人事異動は資質向上を図る研修の機会と捉えられるが，異動経験

そのものが心理的負荷をかけるという指摘がある．また，中学校においては授業研究等の実践

的な研修が十分に行われていない状況も報告されている．これらを踏まえ本研究では，中学校

教員による授業検討会の発話状況を分析して課題を抽出し，異動により赴任した中学校教員の

自律的な研修参加を促進する足場かけ調節システムの開発を検討した．  
＜キーワード＞ 足場かけ，交流距離理論，異動教員 
 
1. はじめに 

教員には自律的に学ぶという主体的な姿勢

が求められているが，授業研究等の実践的な

研修が十分に行われた中学校は 39.9%に留ま

る（国立教育政策研究所 2022）．また，異動

経験を教員の資質向上の研修機会と捉える自

治体もあるが，精神疾患で休職する教員の約

45％が異動後２年というデータ（文部科学省 
2013）もある．町支（2019）は初めて異動し

た教員が「弱みを見せられない」等の困難を

経験していたと報告した．教員の異動が資質

向上に好影響を与える一方，心理的負荷に繋

がるとの指摘もある（文部科学省 2013）． 
これらを踏まえ，異動教員の自律的な参加

を促進する研修の在り方が必要となると考え，

遠隔教育に着目する．距離のハンディを「プ

ログラムの柔軟な構造」と「学習者－インス

トラクタ間の対話」で補い，学習者の自律性

を促進する遠隔教育に学ぶべき点は多い． 
鈴木・平岡（2021）は，ムーアの交流距離

理論を踏まえ，「構造」と「対話」による足場

かけの総量を調整することで，自律性の程度

に応じた適切な足場かけの提供が可能となる

と示したが，本理論はコロナ禍の授業改善に

適用した事例は散見されるものの，異動教員

の研修に適用した先行研究は見当たらない． 
本研究では，まず，異動教員の不足スキル

抽出を目的に対面型研修での発話状況を分析

した．次に，足場かけ調節システムの設計を

試み，実践に向けた課題整理を目的とした． 

2. 学習指導案の事前検討における異動教員

の課題抽出 

調査は第一筆者が勤務する国立大学附属中

学校の教員 24 名（異動教員９名，配属教員

15名）を対象とした． 2023 年５月に行われ

た約 30 分間の学習指導案の事前検討での会

話を録音し，発言の回数と時間，発言意図を

分析した．発言意図は発言意図カテゴリー（鈴

木ほか 2007）による分類を試みた（表１）．

異動教員は配属教員と比較して，発言回数は

平均 13.86回，発言時間は平均 5:12 分少なか

った．また，発言意図カテゴリーによる分類

では，「同意」の割合が 15.59％低く，「非同

意」の割合が 11.61%低かった．また，代案を

「提起」する割合は 7.71％低かった． 
本結果を踏まえ，本研究では異動教員が他

者の考えに対して，同意・非同意・提案する

スキルを身に付ける研修コースを設計する． 

表１ 異動教員と配属教員の発話状況の比較 

調査項目 
異動 
教員 

配属 
教員 

平均 

平均発言回数（回） 5.67 19.53 14.33 

平均発言時間（分） 2:33 7:35 5:31 

発
言
意
図
カ
テ
ゴ
リ
)

に
よ
る
分
類
/
％
1 

提起 13.45 21.16 18.27 

説明 35.57 35.24 35.37 

同意 9.75 25.34 19.49 

非同意 0.51 12.12 7.77 

質問 17.39 22.67 20.69 

その他 15.40 4.38 8.51 
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3. 足場かけ調節システムの開発検討 
実施予定の研修コースでは，異動教員 6名

が学習指導案の事前検討において，他者の考

えに対する同意・非同意・提案を表明するス

キルの習得を目標として設定する．ビジネス

チャットアプリ Slack による非同期・非対面

のコースとし，対面型の事前検討前に実施す

る．足場かけ調節システムの開発に向けては，

メリルの ID第一原理を参照する．本原理は，

構成主義に影響を受けた ID モデルや理論の

共通方略をまとめたものであり，足場かけと

いう「効果的な学習環境（鈴木・根本 2011）」
実現の知見として適していると考えた． 
足場かけ調節システムの概要を表２に示す．

研修前に用意する足場かけ（構造）では，サ

ポーター（配属教員 1名が担当）が学習指導

案に対する同意・非同意・提案を投稿し，デ

モンストレーションとして見せ，異動教員は

それを参考にしてタスクに取り組む．学習中

に提供する足場かけ（対話）では，サポータ

ーはタスクの取組状況を観察し，アドバイス

やフィードバックをする．これらの足場かけ

はフェーズの進展に伴って徐々に外していく． 
 

4. おわりに 

本研究では，異動教員の自律的な研修参加

を促進するため，対面型の事前検討の発話状

況から明らかとなったスキルの習得に向けて，

自律的な研修参加を促進する足場かけ調節シ

ステムの開発を試みた．実施予定の試作コー

スではフェーズⅠを実施する．この効果検証

を踏まえ，本コースの実施を進めたい． 
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表２ 足場かけ調節システムの概要 
メリルの 
ID 第一原理 

フェーズⅠ（８月上旬予定） フェーズⅡ（９月中旬予定） フェーズⅢ（９月下旬予定） 
構造 対話 構造 対話 構造 対話 

1. 現実に起こ
りそうな問題
に挑戦する 
(Problem） 

［第１日目］ 
サポーターが
同意・非同
意・代案を投
稿する．  

なし 

［第１日目］ 
サポーターが
同意点・非同
意点を投稿す
る． 

なし なし なし 

2. すでに知っ
ている知識を
動員する 
(Activation) 

［第１日目］ 
学習指導案を
読み，同意・
非同意・代案
を１つずつ投
稿する（タス
ク１）． 

［第１日目］ 
サポーターは
全ての教員に
対してコメン
トを投稿す
る． 

［第１日目］ 
学習指導案を
読み，同意・
非同意・代案
を２つ以上投
稿する（タス
ク４）． 

［第１日目］ 
サポーターは
書き込みのな
い教員にのみ
アドバイスを
投稿する． 

［第１日目］ 
学習指導案を
読み，同意・
非同意・代案
を１つ以上投
稿する（タス
ク７）． 

なし 

3. 例示がある
(Tell me でな
く Show me) 

［第２日目］ 
サポーターが
タスク１に対
するコメント
を投稿する． 

なし なし なし なし なし 

4. 応用するチ
ャンスがあ
る 
(Let me) 

［第２日目］ 
他者の投稿を
読み，それに
対するコメン
トを２つ以上
投稿する（タ
スク２）． 

［第２日目］ 
サポーターは
全ての教員に
対してコメン
トを投稿す
る． 

［第２日目］ 
他者の投稿を
読み，それに
対するコメン
トを１つ以上
投稿する（タ
スク５）． 

［第３日目］ 
サポーターは
書き込みのな
い教員にのみ
アドバイスを
投稿する． 

［第２日目］ 
他者の投稿を
読み，それに
対するコメン
トを１つ以上
投稿する（タ
スク８）． 

なし 

5. 現場で活用
し，振り返る
チャンスが
ある 
(Integration) 

［第３日目］ 
翌週の事前検
討でのアクシ
ョンプランを
投稿する．
（タスク３） 

［第３日目］ 
サポーターは
全ての教員に
対してコメン
トを投稿す
る． 

［第３日目］ 
翌週の事前検
討でのアクシ
ョンプランを
投稿する．
（タスク６） 

［第３日目］ 
サポーターは
アクションプ
ランに対する
コメントを推
奨する． 

［第３日目］ 
翌週の事前検
討でのアクシ
ョンプランを
投稿する．（タ
スク９） 

なし 
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